
病害虫注意報 2019年11月号
レタス編

※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

時
期

対象病害虫 薬剤名 倍率
使用
時期

回数
非結球ﾚﾀｽ
登録

11
月
➀

すそ枯病・菌核病
灰色かび病 ロブラール水和剤

1,000倍
(灰色かび病

1,000~1,500倍)
14日前 3回 ×

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ トルネードエースDF 2,000倍 7日前 2回 〇

11
月
➁

すそ枯病・灰色かび病
菌核病・べと病 シグナムWDG

1,500倍
(べと病

1,500~2,000倍)
7日前 2回

〇
(14日前)

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾖﾄｳﾑｼ プレバソンフロアブル5

2,000倍
(ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

1,000~2,000倍)
前日 3回 〇

11
月
③

べと病 レーバスフロアブル 2,000倍 7日前 3回 〇

ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ディアナＳＣ 2,500~5,000倍 前日 2回 〇

11
月
④

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 トランスフォームフロアブル 2,000倍 前日 3回 〇

ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
グレーシア乳剤 2,000~3,000倍 3日前 2回 〇

予・治

予

予

斑点細菌病すそ枯病

原因菌：リゾクトニア菌

発生条件：やや低温で雨が多く、土壌湿度が高い
注意点・予防のポイント：
▶中耕時の土のかかりが多いと多発しやすい
▶土壌からの伝染が多いため、マルチなどで土の跳ね
上がりを防ぐ

▶結球期に散布すると被害は減少する

すそ枯病・斑点細菌病 対策

原因菌：バクテリア(細菌)

発生条件：土壌から伝染する

継続的な多湿状態で多発する
注意点・予防のポイント：
▶風や雨、作業などで植物体上に運ばれると発病する
▶全面マルチ栽培などの土の跳ね上げ防止を行う
▶トンネル栽培では換気に注意し、結露を減らす
▶被害株を廃棄し、多発圃場では連作を避ける

1,000倍 葉面散布

※ストレプトマイシン剤、キチン、キトサン
類、カルシウム剤（ファイトカルを除く）、
微量要素剤、鉄など金属を含む葉面散
布肥料との混用は避ける。井戸水で、鉄
分などを多く含む水での使用も避ける。

弱った株の回復に！

肥料登録
生第91402号

非結球レタス
登録追加になりました！
レタス・非結球レタス

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾖﾄｳﾑｼ
⇒2,000~4,000倍
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

⇒2,000倍
前日まで/3回以内

軟弱徒長予防に!
液状複合肥料

1,000～2,000倍
葉面散布

0-29-19

※石灰硫黄合剤などのアルカリ性農薬や、
ホルモン剤・カルシウム入りの肥料との混用
不可。銅剤との混用及び近接散布は避ける。

肥料登録
輸第13355


